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―
就
任
に
あ
た
り
、
抱
負
を
。 

こ
の
度
、
第
62
回
定
期
総
会
に
て
、

山
口
前
部
長
の
後
任
と
し
て
、
誠
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
員
一
同
思
い

を
ひ
と
つ
に
し
、
盟
友
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
青
年
部
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
日
々
変
化
す
る
農
業
政
策
、
国
際

情
勢
を
把
握
し
明
日
の
担
い
手
と
し
て

こ
れ
か
ら
の
食
を
担
う
農
業
者
と
な
る

べ
く
多
岐
に
わ
た
る
学
習
会
や
研
修
会
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
食
育
活

動
を
進
め
、
幅
広
く
発
信
し
て
い
く
中

で
、
消
費
者
と
の
強
い
信
頼
関
係
を
築

き
、
農
業
青
年
と
し
て
夢
と
誇
り
を
持

ち
、
未
来
の
農
業
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
同
様
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
青
年

部
活
動
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

他
の
農

協
に
比
べ

少
人
数
で

は
あ
り
ま

す
が
、
よ

り
部
員
同

士
の
絆
を

深
め
て
い

た
だ
き
、

将
来
の
農

業
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
地
域
農
業

の
振
興
と
魅
力
あ
る
青
年
部
活
動
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

―
若
い
部
員
に
対
し
先
輩
と
し
て 

の
期
待
や
要
望
は
。 

青
年
部
は
、
仲
間
作
り
や
情
報
交
換 

の
で
き
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

家
で
の
仕
事
も
大
変
重
要
で
す
が
、
青

年
部
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ

き
、
交
流
を
深
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
対
す
る

自
分
の
目
標
や
、
反
省
点
な
ど
を
再
確

認
で
き
る
場
所
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

ま
た
１
年
を
通
し
て
、
皆
様
に
は
怪

我
等
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
作
業

を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
倫
幸
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
。 

 

何
に
で
も
シ
ン
プ
ル
に
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
地
域
の
先
輩
や
、
各
指
導
機
関

な
ど
と
の
話
を
参
考
に
し
て
、
自
分
の

経
営
の
改
善
点
を
洗
い
だ
し
、
良
い
も

の
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
毎
年
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
出
来
る
様
に
心
が
け
て
い
ま

す
。 

 

―
今
後
に
つ
い
て
。 

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
始
ま

り
、
併
発
し
た
原
発
の
放
射
能
漏
れ
事

故
の
影
響
で
、
ま
す
ま
す
食
の
安
全
・

安
心
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
表
明
と
い
う
新

た
な
大
き
な
問
題
を
抱
え
、
今
後
の
農

業
経
営
を
考
え
る
上
で
、
先
行
き
の
不

透
明
感
は
強
ま
る
ば
か
り
で
す
。 

で
す
が
こ
こ
を
た
だ
苦
し
い
時
と
終
わ

ら
せ
ず
に
、
営
農
意
欲
を
損
な
う
こ
と

な
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

―
今
年
度
の
主
な
行
事
予
定
は
。 

 

学
習
会
（
春
季
）
、
青
年
部
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
（
夏
季
）、
食
育
（
夏
季
）、

管
外
研
修
会
（
秋
季
）、
研
修
会
（
冬
季
）

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
こ
れ
か
ら
の
役
員
会
で
話
し
合
っ
て

決
め
て
い
き
ま
す
。 

 24
年
度 

札
内
農
協
青
年
部
新
役
員 

（
敬
称
略
） 

部 
 

長 
 
 

澤
田 

倫
幸 

副 

部 

長 
 
 

中
井 

政
裕 

理
事
（
書
記
） 

木
田 

富
貫 

理
事
（
会
計
） 

木
田 

 

徹 

畑
作
専
門
部
長 

関
口 

祐
輔 

酪
農
専
門
部
長 

村
上 

匡
由 

監 

事 
 
 
 

乾 
 

秀
明 

監 

事 
 
 
 

櫻
井 

貴
博 

ＪＡ広報誌の記事を中心に毎月の
トピックスを紹介します。 

２０１２年２月 

幕別町古舞 澤田 倫幸さん（３１） 
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札
内
農
協
女
性
部
の
第
60
回
定
期

総
会
が
２
月
27
日
開
か
れ
、
平
成
23

年
度
の
事
業
、
収
支
決
算
報
告
を
承
認

す
る
と
と
も
に
新
年
度
の
事
業
計
画
を

協
議
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
新
部

長
に
中
井
秋
代
さ
ん
（
古
舞
）
を
選
出

し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
部
員
の
ほ
か
銀
鈴
会
、
友

の
会
な
ど
下
部
組
織
の
代
表
や
来
賓
な

ど
27
名
が
出
席
。
24
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
下
部
組
織
合
同
の
交
流
会
や

管
外
視
察
研
修
、
１
日
バ
ス
研
修
、
つ

ど
い
の
会
の
実
施
な
ど
の
基
本
計
画
を 

               

決
定
、
部
員
拡
大
の
た
め
各
地
区
で
積

極
的
な
勧
誘
活
動
を
進
め
る
点
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
総
会
で
は
銀
鈴
会
、
友
の
会

な
ど
下
部
組
織
４
団
体
か
ら
活
動
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
 

新
役
員
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
） 

▽
部 

長
＝
中
井 

秋
代 

▽
副
部
長
＝
中
島 

信
子 

▽ 

〃 

＝
島
田 

由
美
子 

▽
会 

計
＝
高
橋 

里
恵 

▽
監 

査
＝
加
藤 

ミ
ツ
ヨ 

▽ 

〃 

＝
中
井 

真
喜
子 

                 

               

女
性
部
友
の
会
の
定
期
総
会
が
２

月
２４
日
開
か
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画

を
協
議
す
る
と
と
も
に
、
役
員
改
選
で

は
新
会
長
に
熊
田
美
保
さ
ん
（
途
別
）、

新
副
会
長
に
加
納
美
穂
子
さ
ん（
依
田
）

を
選
出
し
ま
し
た
。 

新
年
度
事
業
計
画
は
①
夏
期
研
修

会
（
６
～
７
月
）
②
料
理
講
習
会
（
12

月
）
③
サ
ー
ク
ル
活
動
（
12
月
）
④
冬

期
研
修
会
（
１
～
２
月
）
な
ど
。
ま
た

女
性
部
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

方
針
で
す
。 

会
長
、
副
会
長
以
外
の
役
員
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
） 

▽
会
計
＝
磯
部 

紀
子
（
千
住
） 

▽
監
事
＝
山
口 

知
子
（
日
新
） 


